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山形県における脳卒中生存者の障害状況
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目的　山形県の脳卒中初発登録生存者の長期予後と地域リハビリテーション（以下地域リハと略

す）の課題を明らかにするために訪問調査を行った。

対象および方法　1985年および1989年の脳卒中初発登録者を対象に1991年9月1日時点の生存者

の訪問調査を実施した。1989年の発症者（発症2年後）は1,013人，1985年の発症者（発症

6年後）は626人であった。

結果　発症2年後と6年後（以後，カッコ内は6年後）生存者のADL項目別自立者の割合は，

排尿82％（81％），食事78％（78％），歩行78％（78％），着脱衣76％（78％），入浴66％

（64％）で入浴が最も低かった。また，ADL項目がすべて自立した者（以下，身の回り動作

自立者とする）は，生存者の62％（60％）であった。療養場所は，91％（91％）が在宅（自

宅および親族宅）生活であった。外出行動範囲を評価する総合的移動能力では，一人で隣り

近所もしくは公共の交通機関を利用して外出している者は45％（44％）であった。ADLよ

り高次な活動能力を測定する老研式活動能力指標の得点は，生存者の32％（30％）が13点満

点であった。また，脳卒中発症後の生活習慣で減少したのは，「収入になる仕事」53％

（58％），「庭や家のまわりの手入れ」47％（43％），「地域での活動」43％（44％）で，家庭

や地域での役割を中心としていた。脳卒中発症前より生活全体の満足度が低下した者の割合

は，発症6年後で，男71％，女59％（p＜0.01）であった。なお，生存者のうちで特に身の

回り動作が自立した者についてみると，在宅生活者は，99％（98％）であった。公共の交通

機関を利用している者は70％（69％），隣近所に一人で外出している者は23％（23％），外出

しない者は7％（8％）であった。また，老研式活動能力指標では，48％（49％）が13点満

点であり高い活動性を保持していた。調査時と脳卒中発症前の満足度の差の中央値について

検討すると公共の交通機関を利用し外出している男の場合，発症2年後は満足度に変化

（－1.5 mm）はないが，6年後は，発症後の満足度の方が低下（－15 mm）していた。女で

は，発症2年後も発症6年後も中央値がOで変化を認めなかった。

結論　今回の調査対象では，地域リハの課題としてADL低下者への対応のみでなく高い活動能

力を保持した者への保健・医療・福祉の連携による心理的，社会的健康両面からの接近がよ

り一層必要であることが示唆された。
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